
 

 

 

 

今回、野津原中学校PTA会長の竹山さんからお誘い

を受け、家庭教育学級「うただの会（うれしい、たのし

い、だい好き）」に参加いたしました。 

保護者の方に加え、中学生や幼児、さらには野津原中

学校の先生や、大分市議会議員の牧貴宏さんも参加され

ており、それぞれ皆さんの考えを聴きながら、楽しく、

熱く、笑顔で学ぶことができました。【研修評価 4.0】 

【ふりかえり、心に響いた言葉（一部抜粋）】 
・とても元気になりました。しっかりと人と向き合ってコミュニケーシ 
ョンを取りしっかりとほめる言葉をかけたいと思いました。 

・「ほめる」が苦手だと思い込んでいたけれど、（ワーク等を通して）事 
実を伝える事だけでも認められている気持ちになるのを実感したので 
これから実践しようと思いました。 

・褒め言葉トランプでは、いろいろな沢山カードをもらえて、とても幸 
せな気持ちになりました。子ども達と遊んでみたいです。 

・ほめて、認めて、感謝できる人になりたいです。楽しい会でした。 
・学校で写真を撮ることが多いのですが、意識した写真（優しさに気づ 
く写真）を撮るという視点が足りませんでした。子ども達の良さに   
「気づく」人になりたいです。そして、ぴったりな言葉を添えて掲示 
したいです。幸せな２時間半でした。 

・もっともっと、子どもの良いところを見ていき    
たいです。 

・「何のためにほめるのか？何のために叱るの 
か？」「ほめるんだったらちゃんとほめて」  
「その人のどこ（良い面）を見ているのか」 
「ほめるも叱るも成長に必要な手段」 
このようなことが知れて良かったです。 

・正しい叱り方、叱られ方を教えてくださりあ 
りがとうございました。 

・具体的なほめ方を学べて良かったです。社会 
がもっとポジティブな言葉であふれるよう、こ 
れからも頑張ってください。 

・「お前なんか嫌い」と言うより、「お前は好きだ 
けど、今やったことは許されん」と、叱った方 
が良いというのは心に響いた 

・「教えてあげる」ではなく、「困っていない？」 
 と聞く。つい上から目線になってしまいがちだ 
けど、下から支えることは大切だなと思いました。 
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大分市立野津原中学校 家庭教育学級に参加しました！！ 


